
①地域を支える多様な担い手の確保・育成 
 

新規就農者の資質向上 

 
１ 対象 

  就農後概ね３年目までの新規就農者（就農時 50 歳未満） 

 

２ 背景 
  近年の新規就農者は、農業高校や農業大学校等で知識・技 

術を習得した新規学卒者に比べ、一般企業からのＵターンや 

他産業からの新規参入者の割合が増加している。また、新規 

就農希望者についても、新規就農を希望する背景は多様化し 

ており、農業に関する知識・技術が不十分な状態である者も 

多い。そのため、早期に技術・知識を習得し、能力向上を図 

る必要がある。 

  

３ 活動の内容 

（1）就農１年目の農業者の把握 

技術担当の協力を得て、尾張普及課管内の就農１年目の農業者の情報をとりまとめた。ま

た、市町へその情報を提供し、保有する情報を追加して、就農１年目の農業者の把握を行っ

た。 

（2）新規就農者セミナーの開催 

本年度は新規就農者セミナーを４回計画して、

土壌肥料、農業簿記（財務諸表の見方）、先輩農

家の講演、農業簿記基礎に関する新規就農者セミ

ナーを開催した。延べ 31 名が出席し、出席者の

８割の農業技術・経営管理能力が向上した。ま

た、新規就農者セミナー開催後、受講者へのアン

ケートの調査を実施し、受講者のニーズに合った

研修会を開催した。 

（3）4H クラブ担当や技術指導担当等による個別の技術・経営指導 

技術指導担当と協力して、課題対象者に対して技術指導、経営改善指導を行い、個々の経営

が改善された。 

(4) 農業技術・経営管理能力の確認と評価 

技術指導担当と協力して農業技術・経営管理能力チェック表により評価を行ない、51 名中

47 名の農業技術や経営管理能力が向上した。 

 

４ 活動の成果 
  就農後、概ね３年目までの新規就農者 51 名に対し、新規就農者セミナーや個別巡回指導など

により 47 名の農業技術や経営管理能力が向上した。 

  次年度以降も、引き続き就農後概ね３年目までの新規就農者に対して、資質向上のための新規

 就農者セミナーを開催し支援していく。 

図 第３回新規就農者セミナー 

（先進農家の講演） 

表 令和６年度 新規就農者セミナー開催結果 


